
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て

田
　
　
中
　
　
雅

口一
意
つ

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
の
用
字

二
、
会
話
・
思
惟
の
文
を
導
く
「
方
」

三
、
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
方
」

四
、
「
方
」
字
の
訓
に
つ
い
て

む
す
び

は

じ

め

に

『
草
案
集
』
の
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
資
料
性
に
言
及
す
る
為
に
も
、
そ
の
内
容
や
用
字
・
用
語
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
有
益
で

あ
る
と
考
え
る
。
論
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
用
字
や
語
法
等
に
つ
い
て
の
実
態
や
特
質
を
把
挺
す
る
こ
と
に
努
め
、
い
く
つ

か
の
報
告
も
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
も
の
の
う
ち
、
本
書
の
特
質
と
お
ぼ
し
き
も
の
は
、
『
草
案
集
』
と
い
う
資
料
固
有
の
も
の
で
、
本
書
成

立
当
時
の
社
会
的
習
慣
や
文
体
上
の
異
同
と
は
直
接
関
係
を
持
た
な
い
独
自
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
（
現
段
階
で
は
）
場
合
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
、
同
時
代
或
は
表
記
・
文
体
・
語
法
上
同
種
の
資
料
に
も
類
似
の
特
徴
を
見
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
既
に
先
学

の
指
摘
も
あ
る
通
り
、
中
世
語
や
中
世
語
法
の
表
れ
で
あ
り
、
片
仮
冬
父
り
文
と
し
て
の
一
般
的
な
特
徴
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
草
案
集
』
の
特
質
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
『
草
案
集
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
中
世
語
の
言
語
事
象
の
表
れ
で
あ
る

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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五
八

に
せ
よ
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
観
の
鎌
倉
時
代
語
の
究
明
に
と
っ
て
、
一
助
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
（
『
草
案
集
』
は
奥
書

に
「
建
保
四
年
正
月
廿
四
日
酉
時
許
写
了
／
攻
撃
明
等
之
」
と
あ
り
、
正
に
鎌
倉
時
代
成
立
、
書
写
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
）
即
ち
、
諸
先
学
に
よ
る
現
段
階

ま
で
の
研
究
結
果
か
ら
見
る
限
り
、
『
草
案
集
』
独
自
の
特
質
と
考
え
ら
れ
そ
う
な
も
の
で
も
、
別
の
視
点
に
立
っ
た
調
査
・
考
察
を
今
後
行
う

こ
と
で
、
未
開
拓
な
部
分
の
鎌
倉
時
代
語
の
姿
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
未
だ
新
視
点
に
立
っ
た
調
査
・
考
察
に
ま
で
至
っ
て
い

な
い
が
、
本
稿
も
、
こ
れ
ま
で
の
『
草
案
集
』
の
実
態
や
特
質
を
把
挺
す
る
た
め
の
作
業
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

『
草
案
集
』
の
読
解
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
が
、
い
か
な
る
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
為
に
も
、
そ
の

漢
字
の
訓
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
漢
字
は
相
当
に
難
解
で
あ
る
の
に
加
え
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の

も
少
な
か
ら
ず
存
し
、
ま
た
、
漢
字
は
特
定
で
き
て
も
、
そ
の
訓
を
確
定
し
難
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
更
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
漢
字
が

複
数
の
語
を
表
記
す
る
為
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
漢
字
に
対
し
て
、
一
訓
だ
け
が
与
え
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
意
義
・
内
容
に
よ

っ
て
複
数
の
訓
で
訓
み
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
の
用
字

『
草
案
集
』
に
お
い
て
、
一
漢
字
が
複
数
の
意
義
・
用
法
を
有
し
、
複
数
の
訓
を
有
す
る
も
の
の
一
つ
に
「
方
」
が
あ
る
。
本
書
中
で
特
別
の

訓
を
与
え
る
べ
き
漠
字
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
・
用
法
に
特
異
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
「
方
」
字
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
た
い
。

本
書
の
「
方
」
の
用
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
の
二
つ
に
大
別
で
き
そ
う
で

あ
る
。ま

ず
、
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
方
」
が
四
例
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
用
例
が
そ
の
総
て
で
あ
る
。

○
果
願
出
臥
十
八
歳
坐
於
悉
遠
望
工
官
之
齢
一
旦
二
年
石
城
ガ
ロ
批
卒
歳
怠
於
隻
林
唱
減
之
朝
三
十
年
当
千
此
時
一
八
八
ウ
6
）
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ヘ

○
多
年
九
重
花
下
瀬
名
徳
一
幾
日
且
辞
台
嶺
之
雲
一
方
交
当
国
之
誉
喜
ト
ト
思
合
ラ
レ
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十
三
オ
1
〉

－

一
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ノ
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右
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こ
れ
ら
は
、
「
方
一
一
」
と
捨
て
仮
名
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
い
ず
れ
も
「
マ
サ
ニ
」
と
訓
む
べ
き
副
詞
の
例
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（
因
み
に
、
「
マ
サ
ニ
」
の
仮
名
書
き
例
は
な
い
。
ま
た
、
漢
字
表
記
の
副
詞
「
マ
サ
ニ
」
は
、
外
に
も
「
正
・
将
・
当
・
帝
」
が
あ
る
。
）
但
し
、
右
四
例
以
外

に
も
、
副
詞
「
大
方
」
の
一
部
と
し
て
「
方
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

ヘ

リ

　

　

　

　

　

　

　

テ

ム

ー

・

－

－

‥

H

ノ

ト

テ

　

　

　

　

ヌ

○
世
皆
薗
人
皆
酔
我
淘
清
我
独
醒
恩
食
候
事
大
方
国
恥
サ
テ
ヲ
キ
候
　
（
十
三
ウ
崇

次
に
、
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
方
」
が
あ
る
。
・
本
書
の
「
方
」
字
九
十
二
例
を
整
理
す
る
と
、
約
五
割
（
四
十
九
例
）
が
次
の
如
き
分
類

の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
大
半
が
「
カ
タ
」
と
訓
む
べ
き
用
法
で
あ
る
。

ノ

l

一

．

一

一

一

．

　

　

　

－

　

　

　

　

－

　

　

　

　

－

川
　
「
カ
タ
」
・
「
ホ
ウ
」
と
訓
み
、
方
向
を
示
す
　
↓
極
楽
方
・
何
方
・
東
方
・
西
方
な
ど

回
　
「
カ
タ
」
と
訓
み
、
時
間
的
な
方
向
の
意
か
ら
時
節
を
示
す
　
↓
初
ガ
・
明
刀
・
終
り
刀
な
ど

の
　
「
カ
タ
」
と
訓
み
、
人
を
示
す
　
↓
御
方
・
大
方
な
ど

国
　
「
ホ
ウ
」
と
訓
み
、
平
方
の
意
を
示
す
名
詞
と
し
て
用
い
る
　
↓
刀
十
里

的
　
「
ホ
ウ
」
と
訓
み
、
漢
語
熟
字
の
一
部
を
な
す
も
の
　
↓
十
ガ
世
界
・
別
便
な
ど

以
上
の
例
は
、
『
草
案
集
』
以
外
に
も
そ
の
用
例
を
求
め
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
そ
の
外
に
も
三
十
七
例
の
「
方
」
を
拾
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
節
に
詳
述
す
る
が
、
会
話
文
や
思
惟
文
を
導
く
形
式
名
詞
と
し
て
の
用
法
が
十
七
例
あ
り
、
残
り
二
十
例
が
抽
象
的

に
方
向
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
方
面
に
関
す
る
事
物
・
事
象
を
表
す
も
の
や
、
手
段
・
方
法
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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二
、
会
話
・
思
惟
の
文
を
導
く
「
方
」

『
草
案
集
』
本
文
を
訓
み
進
め
る
と
、
「
方
」
字
が
、
会
話
文
や
思
惟
文
を
導
く
為
の
形
式
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
散
見
す
る
こ
と

に
気
付
か
れ
る
。
斯
か
る
用
法
の
「
方
」
は
、
管
見
で
は
本
書
に
み
ら
れ
る
特
異
な
用
法
で
あ
っ
て
、
現
段
階
で
は
本
書
以
外
に
そ
の
例
を
求
め

得
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
に
関
す
る
報
告
を
未
だ
見
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
特
異
な
用
法
と
し
て
の
「
方
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
書
の
中
に
お
い
て
或
は
中
世
語
の
中
に
お
い
て
、
い
か
な
る
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
い
か
な
る
事
情
に
よ
っ
て
本
書
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
検
討
の
為
の
一
手
段
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
「
方
」
に
よ
る
引
用
形
式
が
、
他
の
引
用
形
式
に
対
し
て
、
い
か
な
る
性
格
を

有
す
る
も
の
と
し
て
位
置
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
し
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
に
、
用
法
や
意
義
・
機
能

に
よ
っ
て
、
一
漢
字
に
対
し
て
複
数
の
訓
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
が
、
斯
か
る
用
法
の
「
方
」
字
に
対
し
て
は
い
か
な
る
訓
を
与
え
る
べ

き
か
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

さ
て
、
会
話
・
恩
性
の
文
を
導
く
用
法
の
「
方
」
字
は
、
本
書
に
十
七
例
を
拾
え
る
。
長
く
な
る
が
、
そ
の
全
用
例
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す

る
。

伺
・
会
話
文
を
導
く

パ
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仏
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常
善
犯
女
申
給
方
后
数
万
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君
事
大
l
一
”
既
賜
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－
（
略
）
1
君
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子
霊
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給
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

○
功
徳
恩
薄
不
亭
候
シ
勅
須
達
思
却
ア
ワ
レ
此
大
恩
方
候
モ
ノ
ヲ
サ
コ
ソ
セ
メ
ト
案
シ
テ
　
八
二
十
六
ウ
9
）

ノ

ー

一

．

ノ

ニ

　

ノ

　

ニ

コ

ソ

モ

　

　

ノ

セ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

○
須
達
案
万
人
八
千
口
　
我
八
千
有
　
－
　
（
略
）
　
－
　
ト
恩
テ
　
八
二
十
六
ウ
1
3
）

㈲
・
会
話
文
を
導
く

シ

ニ

テ

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ハ

　

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

ケ

ル

○
旋
陀
羅
伏
日
成
－
（
略
）
－
面
モ
タ
ケ
テ
申
候
却
下
蒲
拙
カ
、
リ
ケ
ル
御
意
内
不
知
一
ウ
レ
シ
〈
量
出
㌶
義
金
賜
事
－
（
略
）
－

七

　

　

ヽ

　

　

シ

メ

テ

シ

カ

此
事
恩
止
給
へ
ト
。
ソ
恥
　
候
　
八
二
十
二
ウ
7
）

伺
・
会
話
文
を
導
く

l

　

シ

ー

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

モ

テ

モ

○
大
師
釈
迦
善
逝
告
人
天
大
会
一
給
方
我
昔
為
凡
夫
一
時
天
童
却
中
探
志
妙
寧
明
暮
尋
之
　
八
十
四
オ
7
）

ト

シ

　

　

　

ノ

ヲ

．

．

キ

ノ

ヲ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ト

　

　

　

ナ

リ

○
売
尽
意
申
大
菩
薩
右
肩
祖
二
掌
合
白
仏
一
期
以
何
因
縁
等
仏
答
之
面
々
　
八
十
八
ウ
1
1
）

一

－

一

　

　

　

　

　

　

ノ

ニ

ハ

　

　

　

　

　

ナ

リ

　

　

カ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ハ

エ

ト

テ

　

ヘ

シ

テ

○
太
子
1
（
略
）
　
－
　
旋
陀
羅
言
方
我
身
元
犯
一
ヨ
モ
大
王
仰
ア
ラ
シ
我
身
幼
稚
旋
陀
羅
怨
不
似
－
　
（
略
）
　
－
　
サ
テ
モ
我
何
為
何
方
具

ソ行
　
八
二
十
三
ウ
7
）

ノ

ヲ

ト

ム

ヲ

　

　

　

　

一

　

　

　

　

ヘ

　

　

タ

テ

マ

テ

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ヘ

リ

○
太
子
言
ガ
後
祖
々
憑
理
マ
ウ
ケ
テ
我
ユ
ル
サ
セ
給
大
王
始
　
百
官
涙
ノ
コ
イ
テ
人
骨
云
　
八
二
十
五
オ
1
1
）

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鉦
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

一

　

　

　

　

ヒ

　

ニ

セ

　

ノ

　

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

　

　

　

　

　

　

ラ

メ

　

　

　

　

　

テ

〇
或
時
白
仏
刀
雨
露
ヌ
レ
サ
セ
給
霜
雪
当
給
仏
御
意
サ
テ
ヲ
イ
テ
　
ー
　
（
略
）
　
－
　
国
王
大
臣
サ
コ
ソ
見
マ
㌢
侯
仏
此
時
ア
サ
咲
　
（
二
十
六
オ

1
3
）
・
そ
の
他

一

一

タ

ル

ー

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ハ

○
花
厳
経
説
方
ヒ
ル
サ
ナ
性
清
浄
三
界
五
趣
鉢
皆
同
　
－
　
（
略
）
　
－
　
故
説
菩
提
迷
在
纏
真
如
一
八
二
十
七
ウ
1
0
）

ノ

ソ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ヨ

　

　

一

〇
即
是
外
護
釈
承
コ
マ
ヤ
カ
ニ
釈
給
方
法
性
本
浄
我
元
始
迷
故
迷
成
自
望
浄
　
－
　
（
略
）
　
－
　
故
以
冥
答
為
外
護
也
釈
意
何
　
八
二
十
八
ウ
4
）

以
上
に
指
摘
し
た
「
方
」
に
よ
る
引
用
形
式
の
用
例
は
、
現
在
ま
で
の
中
世
片
仮
名
交
り
文
資
料
と
和
文
資
料
の
若
干
を
検
索
し
た
限
り
で
は
、

未
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

引
用
形
態
に
関
し
て
、
会
話
文
・
思
惟
文
を
導
く
語
を
前
置
す
る
形
式
と
し
て
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
形
式
名
詞
「
様
（
や
う
）
」
に
よ

（1）

る
「
～
様
形
式
」
と
所
謂
ク
語
法
に
よ
る
「
～
ク
形
式
」
で
あ
る
。
日
記
や
物
語
等
の
和
文
に
多
い
、
会
話
文
・
思
惟
文
の
前
に
予
告
す
る
語
を

用
い
な
い
形
式
の
も
の
も
、
和
文
は
勿
論
の
こ
と
、
漢
文
訓
読
文
（
片
仮
垂
父
り
文
も
含
む
）
や
『
草
案
集
』
に
も
存
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

先
の
「
方
」
に
よ
る
「
～
方
形
式
」
引
用
形
式
が
、
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
為
に
、
会
話
文
・
思
惟
文
の
前
に
予

告
す
る
語
を
用
い
る
「
～
様
形
式
」
・
「
～
ク
形
式
」
と
の
比
較
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

『
草
案
集
』
は
、
そ
の
表
記
形
態
上
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
表
白
と
説
話
と
で
成
っ
て
い
る
。
内
容
の
点
で
は
、
そ
の
大

半
（
約
七
割
）
が
説
話
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
一
つ
以
上
満
た
す
資
料
数
点
を
対
象
に
、
先
の
引
用
形
式
に

つ
い
て
の
実
態
を
調
査
し
て
み
た
。
条
件
と
は
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
そ
の
前
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
こ
の
条
件
だ
け
は
総
て
の
資
料

が
共
通
に
有
し
て
い
る
こ
と
と
し
、
優
先
さ
せ
た
）
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
あ
る
こ
と
、
説
話
（
仏
教
説
話
）
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
、
の

（2）

三
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
対
象
と
し
た
資
料
は
、
『
三
教
指
帰
注
』
『
打
開
集
』
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
『
古
本
説
話
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
で

（3）
あ
る
。
更
に
、
和
文
体
の
資
料
に
お
け
る
使
用
状
況
を
見
る
こ
と
も
有
効
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
回
は
参
考
の
為
に
和
文
資
料
と
し
て
『
栄
花

（3）
物
語
』
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。
こ
れ
は
、
成
立
が
『
草
案
集
』
や
先
の
資
料
と
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
平
安
後
期
で
あ
る
こ
と
、
和
文
調
の
中
に
も

（4）

漢
文
訓
読
文
調
の
表
現
も
見
ら
れ
、
又
記
録
体
や
片
仮
垂
父
り
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
た
め



で
あ
る
。

（5）

会
話
文
・
思
惟
文
の
直
前
に
予
告
す
る
語
を
置
く
引
用
形
式
に
つ
い
て
そ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
後
置
さ
れ
る
呼
応
語
と
の
有
無
な
ど
か

ら
、
次
の
三
様
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は

タ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

伺
　
呼
応
す
る
動
詞
を
添
え
る
（
例
え
ば
「
云
）
⊥
至
「
問
申
様
～
問
」
「
云
～
ト
ノ
タ
マ
フ
」
な
ど
）

㈲
　
助
詞
の
み
を
添
え
る
（
「
ト
」
「
ト
テ
」
「
ナ
ド
」
等
の
助
詞
）

伺
　
呼
応
す
る
語
（
動
詞
も
助
詞
も
）
が
な
い

の
三
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
先
の
資
料
に
お
け
る
用
例
数
を
表
に
し
た
の
が
次
の
表
工
で
あ
る
。

表
I

計

※

『

栄

花

物

語

』

の

括

弧

内

の

数

字

は

会
話
文
・
思
惟
文
以
外
を
引
用
す
る

（6）

用
例
（
経
文
引
用
な
ど
）

右
に
得
ら
れ
た
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
上
の
性
格
の
差
異
に
よ
る
表
現
様
式
に
相
違
が
あ
り
、
又
対
象
と
し
た
資
料
も
少
な
く
、
充
分
で
は

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

な
い
の
で
今
後
更
に
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

表
I
の
数
字
か
ら
看
取
さ
れ
る
大
方
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
形
式
名
詞
「
ヤ
ウ
」
に
よ
る
千
枝
形
式
」
の
場
合
、
引
用
文
の
直
前
に
前
置
し
た

動
詞
と
同
じ
或
は
同
様
の
意
義
を
有
す
る
動
詞
を
復
詞
す
る
形
態
の
何
型
が
大
半
で
、
約
八
割
を
占
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
如

き
例
で
あ
る
。ヲ

　

　

シ

テ

　

　

ヲ

テ

○
文
王
是
御
覧
巧
人
召

シ

ム

ル

ユ

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ー

　

一

′

　

ノ

　

ニ

ハ

　

ハ

ス

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

令
　
兄
海
人
申
様
是
玉
候
石
也
か
云
　
八
三
教
指
帰
注
）

一

　

　

　

一

　

　

　

－

　

　

　

．

一

1

－

1

1

　

　

　

　

一

〇
サ
テ
後
帝
王
大
臣
ノ
タ
マ
フ
様
オ
ノ
カ
内
々
思

テ

　

サ

セ

タ

ラ

ハ

　

ヲ

　

テ

セ

ム

ト

　

　

ヲ

　

　

，

ヽ

，

【

事
ナ
ム
有
－
⊥
略
）
－
尋
返
得
　
此
国
半
分
知
　
恩
其
由
仰
下
セ
ト
仰
給
時
　
（
打
開
集
）

ナ

り

カ

　

　

ノ

一

－

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

ヲ

玩
迦
仏
疲
皆
是
我
有
侶
随
喜
ナ
シ
、
ユ
へ
ニ
ア
ハ
レ
ヒ
テ
今
コ
ソ
ウ
ク
ル
ナ
リ
ハ
ヤ
ク
婆
婆
カ
ヘ
リ
テ
善
根

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
仏
毒
イ
ニ
ノ
タ
マ
フ
ヤ
ウ
我
釈
迦
仏
疲
皆
是
我
有
鳳
随
喜
ナ
シ
、
ユ
へ
ニ
ア
ハ
レ
ヒ
テ
今
コ
ソ
ウ
ク
ル
ナ
リ
ハ
ヤ
ク
婆
婆
カ
ヘ
リ
テ
善
根

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

修
セ
ヨ
ト
ノ
タ
マ
フ
ニ
（
法
華
百
座
間
書
抄
）

〇
人
〈
の
叫
ぶ
楓
か
く
お
か
し
く
め
て
た
き
御
有
さ
ま
を
ひ
と
き
1
け
り
と
お
は
し
め
さ
れ
ん
れ
う
に
し
ら
れ
は
や
な
と
い
へ
は
（
古
本
説

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

話
集
）

○
此
や
ど
り
た
る
女
の
覇
引
ま
こ
と
に
は
お
の
れ
は
田
舎
よ
り
の
ぼ
り
た
る
に
も
侍
ら
ず
ー
（
略
）
－
今
よ
り
は
こ
れ
を
つ
い
で
に
て
何

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

事
も
申
さ
ん
な
ど
い
ひ
か
た
ら
ひ
て
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

「
～
様
形
式
」
の
場
合
、
呼
応
語
を
全
く
後
置
し
な
い
例
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。

（7）

こ
の
「
～
様
形
式
」
に
つ
い
て
、
既
に
遠
藤
好
英
氏
の
御
高
論
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
丁
様
形
式
」
が
呼
応
語
（
助
詞
＋
動
詞
・
助
詞
の
み
）

を
後
置
し
な
い
の
は
、
源
氏
物
語
な
ど
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
和
文
に
お
け
る
「
～
様
形
式
」
の
特
徴
と
言
え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

丁
様
形
式
」
の
引
用
形
式
に
つ
い
て
の
性
格
を
知
る
為
に
、
更
に
遠
藤
氏
の
調
査
か
ら
、
平
安
時
代
に
お
け
る
丁
～
様
形
式
」
に
よ
る
会
話
文

引
用
形
式
の
用
例
数
を
参
考
に
掲
げ
る
。

竹
取
物
語
…
‥
…
・
2
4
　
　
伊
勢
物
語
…
…
…
l

土
佐
日
記
…
…
…
1
　
　
大
和
物
語
…
‥
…
・
9



宇
津
保
物
語
…
…
4
1

購
蛤
日
記
…
…
…
9

和
泉
式
部
日
記
…
l

堤
中
納
言
物
語
・
＝
4

更
級
日
記
…
…
＝
・
1

落
窪
物
語
…
…
…
5

源
氏
物
語
…
…
…
5

大

鏡

…

…

…

…

…

1

2

笠

物

語

…

…

…

…

1

（
今
昔
物
語
…
…
…
1
3
6
）

今
昔
物
語
集
の
ク
語
法
に
よ
る
引
用
形
式
は

助
詞
「
ト
」
を
添
え
る
場
合
と
呼
応
語
が
全
く
な
い
場
合
の
用
例

だ
け
で
も
、
巻
1
～
2
0
に
1
7
2
2
例
、
巻
2
2
～
巻
3
1
に
1
9
1
例
、
総
数
1
9
1
3
例
を
指
摘
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

遠
藤
氏
は
そ
の
結
論
と
し
て
、
「
～
様
形
式
」
は
、
口
頭
語
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
漢
文
訓
読
文
的
・
和
文
的
両
性
格
の
中
間
の
性
格
を

意
味
す
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
、
「
～
ク
形
式
」
に
よ
る
も
の
に
は
、
特
徴
的
な
伺
㈲
何
へ
の
偏
在
は
指
摘
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
学
の
拇
摘
の
如
く
、

一
般
的
に
漢
文
訓
読
文
の
有
す
る
特
性
の
よ
う
で
あ
る
。
又
、
「
～
ク
形
式
」
の
引
用
形
式
は
、
漢
文
訓
読
文
の
世
界
の
も
の
と
言
え
る
こ
と
は
、

先
学
の
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
導
く
文
が
会
話
か
思
惟
か
と
い
う
点
で
み
る
と
、
表
I
に
み
る
限
り
、
「
～
棟
形
式
」
多
用
の
資
料
に
お
い
て
は
勿
論
、
「
～
ク
形
式
」

が
比
較
的
多
い
資
料
（
例
え
ば
宇
治
拾
遺
物
語
）
に
お
い
て
も
、
思
惟
文
は
形
式
名
詞
「
様
」
に
よ
る
引
用
形
式
を
と
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。さ

て
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
引
用
形
態
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
引
用
文
の
前
に
は
特
に
予
告
す
る
語
を
置
か
な
い
和
文
的
形
式
の
場
合
と
、

予
告
す
る
語
「
方
」
字
を
前
置
す
る
場
合
と
の
二
様
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
草
案
集
』
に
は
、
所
謂
ク
語
法
に
よ
る
「
～
ク
形
式
」
の
会

話
文
・
思
惟
文
引
用
形
式
は
全
く
見
出
せ
ず
（
そ
れ
以
外
の
「
願
ク
ハ
」
の
如
き
ク
語
法
使
用
例
は
存
す
る
が
）
、
形
式
名
詞
「
様
」
に
よ
る
「
～
様
形
式
」

は
僅
か
一
例
し
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
予
告
す
る
語
が
前
置
さ
れ
る
場
合
は
総
て
漢
字
「
方
」
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
仮
名
書
き
「
カ
タ
」
が

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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引
用
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
例
も
皆
無
で
あ
る
）
。
寧
ろ
、
『
草
案
集
』
に
お
い
て
は
、
次
の
如
き
「
～
様
形
式
」
の
使
用
一
例
は
異
様
な
感
じ
さ
え
す

る
の
で
あ
る
。
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．
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テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

サ

キ

マ

テ

モ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

テ

　

ノ

ト

レ

ム

ノ

○
凡
帳
本
召
寄
ス
タ
レ
コ
シ
ニ
サ
＼
ヤ
キ
ク
マ
フ
刊
引
善
犯
女
恨
元
跡
　
難
忘
衰
ユ
カ
リ
ト
テ
王
子
生
残
一
天
君
云
事
ユ
、
シ
ウ
胸
イ
タ
ウ

ユ

ル

ニ

　

　

　

　

　

　

【

　

ノ

ヲ

ハ

　

一

　

　

ヽ

ヽ

恩
　
－
　
（
略
）
　
－
　
料
千
両
金
毎
年
得
㌍
望
己
シ
時
　
八
二
十
二
ウ
3
）

こ
の
例
外
的
な
「
～
ヤ
ウ
形
式
」
と
十
七
例
の
「
～
方
形
式
」
と
の
間
に
、
特
別
な
使
用
上
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
何
か
意
識

的
な
弁
別
基
準
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
表
I
の
資
料
で
看
取
さ
れ
た
「
～
様
形
式
」
「
～
ク
形
式
」
の
特
徴
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

丁
方
形
式
」
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
呼
応
語
と
の
関
係
、
会
話
・
思
惟
い
ず
れ
の
文
を
導
く
か
と
い
う
点
で
み
る
と
、
丁
方
形

式
」
は
（
用
例
数
も
十
七
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
充
分
な
考
察
は
で
き
な
い
が
）
、
後
置
呼
応
語
の
有
無
に
大
し
た
差
も
な
く
、
導
く
文
も
会
話
文
・
思

惟
文
の
い
ず
れ
も
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
丁
様
形
式
」
と
「
～
ク
形
式
」
と
の
全
く
中
間
に
位
置
す
る
性
格
の
も
の
、
乃
至
は
、
全
体
的
な
「
方
」

の
用
字
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
た
上
で
の
形
式
名
詞
「
様
」
と
の
関
係
か
ら
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
よ
洞
者
の
印
象
と
し
て
は
、
丁
様
形
式
」

（8）

に
近
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
表
工
の
資
料
六
点
の
引
用
形
式
の
中
に
も
、
「
方
」
同
様
、
そ
の
性
格
を
明
確
に
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
如
き

形
式
名
詞
「
事
」
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

－

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

シ

テ

○
ア
マ
ネ
ク
我
滅
後
一
切
衆
生
タ
メ
ニ
ヒ
ロ
ム
へ
キ
由
ノ
ク
マ
ヒ
ケ
ム
頭
ト
l
l
川
－
シ
ヒ
王
ト
成
テ
ハ
ハ
ト
ニ
カ
バ
リ
サ
タ
王
子
　
ウ
へ
タ
ル
ト
ラ

ヲ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ノ

ニ

ハ

ニ
身
施
1
（
略
）
　
－
　
タ
＼
此
法
華
経
故
ア
ラ
ス
ヤ
　
（
法
華
百
座
間
書
抄
・
裏
4
4
）

○
た
の
し
く
心
ち
よ
く
て
す
ん
す
る
劉
今
日
囁
野
中
　
飲
酒
大
安
楽
　
猶
過
枇
沙
門
　
亦
勝
天
帝
釈
こ
の
こ
ゝ
ろ
は
け
ふ
人
な
き
と
こ
ろ
に
一

人
ゐ
て
1
（
略
）
－
　
ひ
さ
も
む
に
も
て
ん
た
い
し
ゃ
く
に
も
ま
さ
り
た
れ
と
　
（
古
本
説
話
集
・
下
巻
八
十
五
ウ
7
）

○
成
典
律
師
僧
都
に
な
り
て
こ
の
御
い
の
り
の
お
り
ふ
し
も
よ
ろ
こ
び
つ
か
う
ま
つ
り
た
る
詞
や
ま
く
ち
し
る
L
な
ど
よ
ろ
こ
び
申
給
ふ

（
栄
花
物
語
・
巻
二
十
八
）



○
こ
の
い
て
は
弁
い
と
を
か
し
う
す
き
物
な
る
物
か
ら
う
し
む
な
る
割
い
て
は
の
に
は
ひ
に
や
宮
の
や
う
も
こ
と
に
な
ん
あ
る
と
殿
上
の
人

〈
い
ひ
け
る
を
き
ゝ
て
　
（
栄
花
物
語
・
巻
三
十
四
）

更
に
、
先
学
の
指
摘
に
よ
る
と
、
竹
取
物
語
に
も
一
例
「
問
ひ
給
ふ
d
l
q
刷
…
…
と
問
は
す
る
に
」
、
源
氏
物
語
に
も
「
呼
び
と
り
て
語
ふ
引
q
刷

…
…
勢
を
か
は
す
べ
き
こ
と
な
ど
語
ふ
に
」
な
ど
の
例
が
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
見
る
限
り
、
こ
の
「
～
事
形
式
」
は
漢
文
訓
読

文
中
に
も
和
文
中
に
も
表
出
す
る
形
式
の
よ
う
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
用
例
数
も
僅
か
で
あ
り
、
極
め
て
特
異
な
例
で
あ
る
観
を
ま
ぬ
が
れ
得

な
い
。
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

こ
こ
で
、
改
め
て
「
方
」
字
に
つ
い
て
勘
え
る
に
、
形
式
名
詞
「
事
」
に
よ
る
引
用
形
式
が
、
特
異
な
が
ら
『
草
案
集
』
以
外
に
用
例
を
見
坦

し
得
る
こ
と
、
草
書
体
の
「
方
」
と
「
事
」
と
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
の
「
方
」
は
「
事
」
の
誤
字
か
、
論
者
の
都
字
の
誤
り

か
と
の
疑
い
も
生
ず
る
。
し
か
し
、
本
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
比
較
的
書
体
の
近
い
資
料
（
例
え
ば
打
開
集
）
　
に
お
い
て
も
、
「
方
」
と
「
事
」
と

の
字
体
（
書
体
）
　
に
は
戟
然
た
る
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
事
」
の
終
画
は
一
筆
（
一
画
）
　
で
上
下
貫
か
れ
て
お
り
、
一

方
「
方
」
の
初
画
と
終
画
は
必
ず
二
筆
（
二
画
）
　
で
あ
っ
て
、
一
筆
（
一
画
）
　
で
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
で
は
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
の
性
格
は
勿
論
、
引
用
形
式
の
「
方
」
に
限
っ
て
も
そ
の
性
格
・
位
置
を
明
確
に
し
得

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
草
案
集
』
に
は
、
こ
の
外
に
も
、
他
資
料
に
容
易
に
そ
の
類
例
を
見
出
し
得
な
い
用
法
の
「
方
」
字
が
存
す
る
の
で
、

斯
か
る
用
法
の
「
方
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
で
補
う
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
方
」

『
草
案
集
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
方
」
字
九
十
二
例
中
、
副
詞
と
し
て
の
六
例
と
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
諸
資
料
に
広
く
同
様
乃
至
類
似

の
用
例
を
求
め
得
る
川
～
銅
の
四
十
九
例
（
こ
れ
は
、
「
方
」
字
の
基
本
的
用
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
）
と
を
除
く
と
、
三
十
七
例
が
放

る
。
こ
の
三
十
七
例
は
基
本
的
に
は
、
先
の
方
向
・
時
節
・
人
を
示
す
用
法
以
外
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
前
節
で
検
討
し
た
会
話
・
思
惟
の
文

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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六
八

を
導
く
用
法
の
十
七
例
を
も
含
め
、
残
さ
れ
た
三
十
七
例
は
、
一
部
を
除
い
て
、
そ
の
殆
ど
が
活
用
語
の
連
体
形
を
修
飾
語
と
し
て
有
す
る
「
方
」

で
あ
る
と
い
う
共
通
性
を
指
摘
し
得
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
活
用
語
の
連
体
形
を
修
飾
語
と
し
て
有
す
る
「
方
」
を
中
心
に
し
て
検
討
を
進
め

た
い
。活

用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
方
」
の
う
ち
、
会
話
・
思
惟
の
文
を
導
く
「
方
」
十
七
例
に
つ
い
て
は
前
節
で
既
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
残
さ
れ
た
二
十
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
二
十
例
の
中
に
は
、
引
用
の
用
法
「
方
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
他
の
諸
資

料
に
同
様
・
同
類
の
用
法
の
も
の
を
求
め
得
難
い
用
例
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
斯
か
る
用
法
の
「
方
」
に
つ
い
て
以

下
全
例
を
示
す
。
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海
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カ
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第
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事
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日
不
可
廻
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位
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今
太
子
譲
御
　
八
二
十
五
オ
8
）
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ウ
チ
有
事
不
党
】
候
　
（
二
十
オ
1
）

キ

ニ

　

ノ

ハ

リ

キ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ー

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

⑬
天
性
此
少
上
功
徳
恩
薄
不
亭
候
シ
勅
須
達
恩
方
ア
ワ
レ
此
大
恩
方
候
モ
ノ
ヲ
サ
コ
ソ
セ
メ
ト
案
　
八
二
十
六
ウ
9
）

ノ

　

一

　

　

　

　

】

ノ

ソ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ヘ

⑲
法
身
者
依
如
来
正
教
】
那
可
得
意
方
候
蓮
花
三
昧
経
文
ト
”
覚
候
　
八
三
十
一
オ
7
）

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ク

ル

　

　

　

　

　

　

　

ー

ヲ

　

　

　

ス

ナ

レ

　

一

⑮
不
再
一
不
三
】
之
恨
尚
加
増
思
乳
一
隔
壁
隔
海
乏
悲
未
知
可
喩
万
一
但
我
等
不
狩
衣
哀
t
　
八
十
オ
5
）

ノ

ノ

ト

　

ノ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

サ

　

　

ー

モ

カ

シ

　

ニ

モ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

ノ

　

　

【

　

　

　

ケ

メ

⑲
蒼
楼
露
下
照
陽
月
前
ナ
コ
リ
ノ
ヲ
シ
サ
別
悲
ヤ
ル
方
天
候
中
破
サ
ケ
テ
奉
誘
奉
育
一
御
坐
妃
宮
初
意
実
サ
コ
ソ
候
　
八
十
五
オ
3
）

テ

　

　

ス

　

　

　

　

　

ヲ

ニ

毛

一

一

モ

　

ー

ノ

サ

ニ

　

　

ノ

ル

ニ

　

　

ノ

ニ

　

　

　

　

　

　

一

　

　

一

テ

⑳
堅
戸
一
悲
泣
涙
コ
ホ
レ
テ
浸
床
両
々
為
方
元
花
御
貌
委
玉
御
膝
鮮
カ
キ
居
タ
テ
マ
テ
面
合
面
一
膚
添
膚
一
八
二
十
一
ウ
2
）

一

　

　

　

　

シ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

レ

ハ

　

　

　

一

　

ツ

一

ニ

　

　

ヲ

⑲
サ
ム
へ
キ
人
馬
グ
残
り
腹
立
ソ
、
ロ
ネ
タ
フ
覚
候
但
所
詮
細
事
申
　
不
候
我
争
矢
立
方
覚
候
事
申
披
侯
　
八
十
二
ウ
9
）

一

一

ハ

ノ

　

一

一

ハ

　

　

　

　

　

　

　

ヵ

ナ

　

コ

ソ

マ

ホ

シ

ケ

レ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

カ

ー

ー

　

　

　

　

】

．

－

　

ケ

メ

⑲
母
死
別
父
生
別
ウ
カ
リ
ケ
ル
我
身
先
世
知
　
ト
ノ
ク
マ
ヒ
シ
御
音
旋
陀
羅
耳
聞
㍍
矢
ク
ツ
方
覚
候
　
八
二
十
四
オ
7
）

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ム

】

ニ

シ

テ

　

シ

　

　

　

　

　

　

【

　

　

　

　

　

　

　

シ

⑳
酒
盛
タ
チ
テ
候
ホ
ト
ニ
須
達
所
思
一
有
飲
方
　
取
渡
祇
陀
売
案
撃
盗
エ
イ
サ
マ
ク
ロ
侯
時
須
達
象
方
　
八
二
十
六
ウ
崇

右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
の
最
後
に
、
そ
の
所
在
を
記
し
た
。
引
用
の
用
法
「
方
」
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
の
二
十
例
も
、
⑲
一
例
を
除
い
て
、
説
話

（9）部
に
そ
の
用
例
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
二
十
例
は
い
ず
れ
も
「
カ
タ
」
と
訓
む
も
の
と
考
え
る
。
但
し
、
⑫
の
「
為
方
」
な
ど
は
、
色
菓

（10）

字
類
抄
に
「
セ
ン
ハ
ウ
」
と
い
う
訓
が
あ
る
の
で
、
総
て
を
「
カ
タ
」
と
訓
ず
る
に
は
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
セ
ム
カ
タ
ナ

シ
」
の
語
も
、
数
多
く
の
資
料
に
求
め
得
る
の
で
、
一
往
こ
の
二
十
例
を
「
カ
タ
」
と
訓
む
こ
と
で
よ
か
ろ
う
と
考
え
る
。

さ
て
、
引
用
の
用
法
「
方
」
が
、
同
じ
意
義
・
機
能
を
有
す
る
「
様
」
と
の
関
係
で
そ
の
性
格
を
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
連
体
修
飾
語
を

伴
う
「
方
」
も
「
様
」
と
の
関
係
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
性
格
の
一
端
を
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
い

て
は
『
草
案
集
』
の
文
章
様
式
を
考
え
る
為
の
足
掛
り
と
な
り
得
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
節
と
同
様
、
成
立
時
期
や
文
体
の
性
格

上
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
関
係
に
あ
る
い
く
つ
か
の
資
料
に
お
い
て
、
連
体
形
修
飾
語
を
伴
う
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
が
い
か
な
る
使
用
状
況
に
あ
る

の
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
表
Ⅱ
が
、
そ
の
意
義
分
類
と

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鎌
　
倉
ノ
時
　
俄
　
語
　
研
　
究
．
出
精
∴

各
巻
ご
と
の
用
例
数
と
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

衷
Ⅱ
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
〝
活
用
語
連
体
形
″
に
下
接
す
る
「
カ
タ
（
方
）
」
・
「
セ
ウ
（
様
）
」
の
用
例
数

方

計

数
数
例

例
用

用
総

の
む

」
合

シ
を

ト
　
」

ゴ
　
シ

＋
ト

形
ゴ

体
＋

達
詞

イ
働

」

　

．

ウ
」

ヤ
ウ

＋
ヤ

形
十

体
詞

闇
働

は
は

段
殴

上
下

※

宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
連
体
修
飾
語
を
伴
う
「
カ
タ
」
は
、
そ
の
意
義
・
用
法
か
ら
、
「
行
ク
方
」
と
い
う
用
例
を
中
心
と
す
る
「
方
向
」
を



示
す
も
の
と
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
も
の
と
・
の
二
種
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
し
得
る
。
ま
た
、
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
間
に
共
通
し

た
用
法
と
し
て
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
も
の
の
存
す
る
点
が
注
意
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。
即
ち
、
意
義
・
用
法
上
同
じ
く
「
手
段
・
方
法
」

を
示
す
二
者
間
に
、
何
か
相
違
点
は
な
い
の
か
、
筆
者
（
作
者
）
　
の
立
場
の
様
な
も
の
が
異
な
る
の
か
否
か
、
と
い
う
点
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
表
Ⅱ
か
ら
看
取
で
き
る
特
殊
な
傾
向
は
指
摘
し
難
い
。
た
だ
、
「
カ
タ
」
に
助
動
詞
「
ム
」
を

上
接
辞
と
し
て
と
る
例
が
十
六
例
存
す
る
の
に
対
し
、
「
ヤ
ウ
」
に
は
そ
の
例
が
全
く
拾
え
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
二
者
問
に
共
通

】
卿
九

す
る
点
で
、
「
ヤ
ウ
」
に
存
す
る
一
例
を
除
い
て
、
外
は
総
て
「
～
カ
タ
ナ
シ
・
～
カ
タ
モ
ナ
シ
・
～
カ
タ
候
ハ
ヌ
・
～
ム
カ
タ
ア
ラ
ン
ヤ
ハ
」

「
し
ヤ
ウ
ナ
シ
・
～
ヤ
ウ
モ
ナ
シ
・
～
ヤ
ケ
ヲ
知
ラ
ズ
」
の
如
く
、
い
わ
ば
成
語
と
し
て
否
定
の
語
を
伴
っ
て
出
現
す
る
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

．
次
に
、
位
相
（
特
に
文
体
上
の
位
相
）
上
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
為
の
、
一
指
標
と
し
て
表
Ⅱ
を
用
意
し
た
。
表
Ⅱ

（12）

で
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
所
収
百
九
十
七
説
話
の
う
ち
、
今
昔
物
語
集
と
同
話
乃
至
類
語
と
み
ら
れ
る
九
十
説
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
方
法
を
と
っ

た
。
（
尚
、
こ
の
方
法
に
よ
る
位
相
に
つ
い
て
の
検
討
だ
け
で
は
全
く
不
充
分
で
あ
り
、
多
種
の
文
体
を
代
表
す
る
資
料
に
亘
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今

回
は
飽
く
ま
で
も
一
往
の
指
標
と
し
て
こ
の
方
法
を
と
る
。
）
表
Ⅱ
は
、
今
昔
物
語
集
巻
一
～
巻
五
の
天
竺
部
、
巻
六
～
巻
十
の
靂
旦
部
と
問
詰
・
類
語

の
説
話
に
お
け
る
連
体
修
飾
語
を
と
る
「
カ
タ
」
・
「
ヤ
ウ
」
の
用
例
数
と
そ
の
所
在
を
示
す
も
の
を
仰
、
同
様
に
し
て
、
巻
十
一
～
準
一
十
の
本

朝
部
の
う
ち
漢
文
訓
読
文
調
の
強
い
と
さ
れ
る
説
話
と
同
語
・
類
語
の
そ
れ
を
伺
、
準
一
十
二
～
準
二
十
一
の
本
朝
部
の
う
ち
和
文
調
の
強
い
と

さ
れ
る
説
話
と
同
語
・
恕
話
の
そ
れ
を
再
、
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
上
の
差
異
を
表
出
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
「
ヤ

ウ
ナ
リ
」
に
対
す
る
「
ゴ
ト
シ
」
！
と
、
ク
語
法
に
よ
る
引
用
形
式
と
を
参
照
の
便
宜
の
為
に
表
の
下
に
付
し
た
。

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



小

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
お
け
る
「
カ
タ
（
方
）
」
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
の
用
例
分
布

七

「
今
昔
物
語
集
」
巷
一
～
巻
五
・
巻
六
～
巻
十
と
同
語
・
類
語
の
も
の

（
七
話
＋
八
話
＝
十
五
話
）

計

計

手



「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
一
～
巻
廿
と
同
語
・
類
話
の
も
の

手

計

互
　
T
T
一
2

（
三
十
八
話
）

計

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



「
今
昔
物
語
集
」
巻
廿
こ
～
巻
升
一
と
同
語
・
類
語
の
も
の
　
（
三
十
七
話
）

手

方

計

計

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

麦
Ⅱ
に
お
い
て
も
、
表
Ⅱ
の
場
合
と
同
様
、
巻
ご
と
・
説
話
ご
と
に
見
て
、
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
問
に
偏
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
る
に
、

仰
何
の
の
順
に
そ
の
文
体
に
和
文
調
が
強
ま
る
に
従
っ
て
、
相
対
的
に
比
況
の
「
ヤ
ウ
ナ
リ
」
の
用
例
数
が
段
階
的
に
増
加
す
る
一
方
、
「
ゴ
ト



シ
」
の
用
例
数
は
徐
々
に
減
少
し
、
又
、
ク
語
法
に
よ
る
引
用
形
式
は
極
端
に
減
少
す
る
傾
向
な
ど
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
文
体
的

位
相
差
が
、
比
況
の
「
ヤ
ウ
ナ
リ
」
・
「
ゴ
ト
シ
」
と
ク
語
法
引
用
形
式
と
に
お
い
て
は
、
顕
著
に
増
減
す
る
傾
向
に
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
カ

タ
」
内
部
、
「
ヤ
ウ
」
内
部
に
お
い
て
も
、
又
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
問
の
比
較
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
位
相
上
の
差
異
と
し
て
指
摘
し
得

る
状
況
は
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
古
本
説
話
集
・
打
開
集
・
三
教
指
帰
注
・
法
華
首
座
開
音
抄
を
加
え
、
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
カ
タ
」
・
「
ヤ
ウ
」
の
意
義
分
類

と
そ
の
用
例
数
に
つ
い
て
調
査
し
、
表
に
し
た
の
が
表
Ⅳ
で
あ
る
。

〝
活
用
語
連
体
形
″
に
下
接
す
る
「
カ
タ
（
方
）
」
・
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
の
用
例
数

－ 三日同－∃ 堤
手
段
・
方
法

カ

タ

（方）

－－丁 1い 7
＿

叫皿
】－丁丁 接タ車ヵ
‾2 一‾丁 T

＿
宣

｛一－丁2 ムタルヵ
丁－－三 T

I
盟

丁－丁竺里計
－－‾2 1 他のそ

2 21 4 諾手

ヤ

ゥ

（様）

丁丁丁‾16 三 昔段
－－丁l⊥⊥ 方詞

ゥ
動
ヤ丁丁㌃92 7 計

一－丁盲｝し 子態様状
－－‾盲丁 ‾＝
－‾丁‾5

＿
王 酎容Yへノ言内

－－ー21 量曲推
娩－－－肯－ い態しま望状

丁丁肯這「 誼
41 12 2622 2 シトゴ

64 3 62 聖 巨 前

側丁 盲 ‾46 38 7

こ
の
五
資
料
に
お
け
る
、
連
体
修
飾
語
を
と
る
「
カ
タ
」
の
意
義
分
類
を
行
っ
た
場
合
も
、
「
方
向
」
を
示
す
用
法
と
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す

用
法
と
の
二
種
に
ほ
ぼ
限
定
で
き
る
。
そ
れ
以
外
の
用
法
で
、
そ
の
他
と
し
た
も
の
の
用
例
が
拾
え
る
の
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
二
例
、
古
本
説

話
集
に
一
例
で
あ
る
。

『
軍
票
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

㊧
わ
が
山
へ
か
へ
り
の
ぼ
ら
ん
も
、
人
目
は
づ
か
し
、
加
茂
河
に
や
落
い
り
な
ま
し
と
恩
へ
ど
も
、
又
さ
す
が
に
、
身
を
も
え
投
げ
ず
。
い
か

や
う
に
は
か
ら
せ
給
べ
き
に
か
と
、
ゆ
か
し
き
羽
村
も
あ
れ
ば
、
も
と
の
山
の
坊
に
て
か
へ
り
ゐ
た
る
程
に
、
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
巻
六
の

6
）

㊨
「
陸
に
の
ぼ
り
ぬ
べ
き
所
や
有
」
と
見
け
れ
ど
も
、
あ
し
は
ら
に
て
、
道
ふ
み
た
る
射
出
も
な
か
り
け
れ
ば
、
「
も
し
人
気
す
る
所
や
あ
る
」

と
、
川
を
の
ぼ
り
ざ
ま
に
、
七
日
ま
で
の
ぼ
り
に
け
り
。
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
巻
十
五
の
2
）

⑳
と
を
く
離
れ
ま
い
ら
せ
て
往
な
ん
悲
し
さ
を
恩
へ
ど
も
す
る
か
た
な
し
。
あ
ふ
な
く
お
ぼ
ゆ
る
引
付
も
、
た
の
も
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
、
と
を

く
な
り
ま
い
ら
す
る
ぞ
悲
し
か
り
け
る
．
。
　
（
古
本
説
話
集
・
下
八
十
三
オ
6
）

右
例
の
う
ち
、
⑳
は
「
方
」
で
な
い
（
「
形
」
や
「
跡
」
の
意
の
「
カ
タ
」
）
可
能
性
も
高
い
の
で
除
外
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
二
例
の
例
外
的
用
法

が
存
す
る
。
例
外
的
で
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の
二
例
は
軽
視
で
き
な
い
用
法
の
「
カ
タ
」
と
思
え
る
。
こ
の
二
例
は
と
も
に
、
抽
象
的
に
あ
る
方

向
を
指
す
こ
と
で
そ
の
方
面
に
関
す
る
事
物
を
表
す
、
い
わ
ば
「
形
式
名
詞
」
的
用
法
と
お
ぼ
し
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
和
文
資
料
に
は
そ
の
用
例
が
散
見
す
る
も
の
の
、
表
Ⅳ
の
如
き
資
料
群
に
は
殆
ど
拾
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
外
に
、
表
Ⅳ
に
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
「
カ
タ
」
二
ヤ
ウ
」
と
も
に
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
用
法
を
持
つ
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
比
況
の
「
ヤ
ウ
ナ
リ
」
と
「
ゴ
ト
シ
」
、
引
用
の
「
～
ヤ
ウ
形
式
」
と
「
～
ク
形
式
」
の
比
較
に
お
い
て
は
偏
っ
た
使
用
状
況
が
認
め
ら

れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
間
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
特
徴
的
な
使
用
頻
度
の
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

斯
か
る
結
果
は
、
対
象
と
し
た
資
料
の
内
容
や
文
体
の
性
格
上
、
互
い
に
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
間
に

殆
ど
異
同
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
位
相
上
の
異
同
を
枚
討
す
る
意
味
で
、
和
文
体
の
資
料
に
お
け
る
使
用
状
況
を
見
る
こ
と
は
有
効
か
と
思
わ
れ
る
。
和
文
資
料
の
調

査
対
象
と
し
て
、
前
節
と
同
じ
理
由
で
、
本
節
で
も
ま
ず
は
栄
花
物
語
を
採
用
し
た
。
栄
花
物
語
に
つ
い
て
、
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
カ

タ
」
・
「
ヤ
ウ
」
の
意
義
分
類
と
そ
の
用
例
数
と
を
示
し
た
の
が
表
Ⅴ
で
あ
る
。
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表
Ⅴ
　
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
〝
活
用
語
連
体
形
″
に
下
接
す
る
「
カ
タ
（
方
）
」
・
「
ヤ
ウ
（
様
）
」

手
方

法
計

計

点

表
Ⅴ
に
お
い
て
特
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
「
カ
タ
」
の
意
義
分
類
が
多
種
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
表
Ⅳ
と
の
比
較
を
行
う

こ
と
で
、
栄
花
物
語
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
明
確
に
し
得
る
。
「
ヤ
ウ
」
の
意
義
・
用
法
は
、
表
Ⅳ
資
料
群
と
栄
花
物
語
と
の
問
で
殆
ど
異
同
が

な
い
の
に
対
し
て
二
カ
タ
」
の
意
義
・
用
法
は
、
表
Ⅳ
資
料
群
に
お
い
て
は
「
方
向
」
と
「
手
段
・
方
法
」
と
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も

の
が
、
栄
花
物
語
で
は
多
種
に
亘
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

1
、
方
向
を
示
す

2
、
そ
の
場
所
や
地
点
を
示
す

3
、
直
接
・
間
接
的
に
人
を
示
す

4
、
（
時
間
的
な
方
向
の
意
か
ら
）
時
節
を
示
す

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て

こ
の
「
カ
タ
」
に
つ
い
て
は
次
の
六
種
に
大
別
で
き
る
。
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5
、
手
段
・
方
法
を
示
す

6
、
抽
象
的
に
あ
る
方
向
を
指
す
こ
と
で
そ
の
方
面
に
関
す
る
事
物
を
表
す

伺
そ
の
方
面
・
そ
れ
ら
に
関
す
る
点
を
示
す

㈲
そ
の
よ
う
な
様
子
・
お
も
む
き
を
示
す

伺
そ
の
よ
う
な
こ
と
・
も
の
を
示
す

右
の
分
類
の
う
ち
、
第
六
番
目
の
伺
㈲
伺
三
種
の
「
カ
タ
」
は
、
抽
象
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
独
で
は
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
か
を

定
め
難
く
、
か
つ
常
に
連
体
修
飾
語
を
必
要
と
し
、
そ
の
先
行
の
語
句
を
体
言
資
格
の
も
の
に
転
換
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
形
式

（13）
名
詞
と
し
て
の
用
法
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

斯
か
る
形
式
名
詞
的
用
法
と
お
ぼ
し
き
例
は
、
栄
花
物
語
に
十
八
例
を
数
え
る
。
そ
の
用
例
の
い
く
つ
か
を
次
に
掲
げ
る
。

伺
そ
の
方
面
そ
れ
ら
に
関
す
る
点
を
示
す

㊨
み
か
ど
の
御
心
い
と
う
る
は
し
う
め
で
た
う
お
は
し
ま
せ
ど
、
「
雄
々
し
き
方
ぜ
お
は
し
ま
さ
ゞ
ら
ん
」
と
ぞ
世
の
大
串
恩
ひ
た
る
　
八
巻
二
）

⑳
御
修
法
数
を
尽
し
、
大
方
世
に
あ
る
桝
田
の
こ
と
ゞ
も
を
、
内
方
・
殿
方
・
院
方
な
ど
三
方
に
あ
か
れ
て
、
よ
ろ
づ
に
恩
は
し
急
ぎ
た
り

八
巻
七
）

⑳
殿
原
も
い
み
じ
う
お
ぼ
し
た
り
、
内
大
殿
は
恨
し
き
刀
も
添
ひ
て
涙
落
ち
さ
せ
給
、
二
葉
よ
り
こ
と
ぐ
疑
ひ
な
く
后
が
ね
と
か
し
づ
き
ゝ

こ
え
給
へ
る
に
　
八
巻
三
十
六
）

㈲
そ
の
よ
う
な
様
子
・
お
も
む
き
を
示
す

⑳
悪
し
う
も
お
は
し
ま
さ
ず
、
今
め
か
し
く
御
心
を
や
り
、
あ
ら
ま
ほ
し
げ
な
る
封
は
月
頃
の
御
心
に
勝
ら
せ
給
へ
り
　
八
巻
十
三
）

⑳
か
く
て
後
、
さ
り
と
も
と
頼
し
き
却
添
は
せ
給
ぬ
。
御
も
の
ゝ
け
ど
も
口
惜
し
が
り
、
悔
ゐ
妬
む
事
限
な
し
。
そ
れ
を
ぞ
頼
し
く
聞
し
め
す

八
巻
十
五
）



伺
そ
の
よ
う
な
こ
と
・
も
の
を
示
す

⑳
女
院
に
は
関
白
殿
の
御
心
地
を
ぞ
恐
し
う
お
ぼ
す
羽
村
は
さ
る
も
の
に
て
、
「
世
中
心
の
ど
か
に
L
も
お
ぼ
し
掟
て
ず
や
」
と
　
八
巻
四
）

⑳
四
条
の
皇
太
后
宮
悩
ま
せ
給
て
、
条
な
ど
果
て
1
後
に
う
せ
給
ぬ
と
い
ふ
。
あ
か
る
～
剥
が
な
く
四
条
大
納
言
扱
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
、
い
と

あ
は
れ
な
る
世
中
也
　
八
巻
十
二
）

㊧
暁
に
和
脇
息
に
お
し
か
ゝ
ら
せ
給
て
、
や
が
て
う
せ
給
に
け
り
。
そ
れ
は
俄
に
い
み
じ
き
封
こ
そ
あ
り
け
れ
、
人
の
心
を
尽
し
惑
し
た
る
刀

は
な
か
り
け
り
　
八
巻
二
十
六
）

斯
く
の
如
き
用
法
の
「
カ
タ
」
は
、
表
Ⅳ
資
料
群
に
は
殆
ど
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
宇
治
拾
遺
物
語
と
古
本
説
話
集
に
そ
れ
ぞ
れ

一
例
ず
つ
、
先
の
㊧
⑳
が
指
摘
さ
れ
る
。

他
方
の
「
ヤ
ウ
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
栄
花
物
語
に
お
い
て
は
意
義
分
類
さ
れ
る
用
法
が
あ
り
な
が
ら
、
表
Ⅳ
資
料
群
に
全
く
そ
の
用
例
を
求

め
得
な
い
も
の
が
一
種
あ
る
。
こ
れ
も
、
形
式
名
詞
と
お
ぼ
し
き
十
四
例
の
連
体
修
飾
語
を
伴
う
「
ヤ
ウ
」
で
あ
る
。
そ
の
用
例
を
数
例
次
に
掲

げ
る
。㊥

「
さ
ば
は
や
う
都
へ
帰
ら
せ
給
ね
。
こ
よ
な
う
近
程
に
ま
か
り
留
り
ぬ
れ
ば
、
い
と
嬉
し
く
侍
。
又
あ
や
ま
ち
た
る
事
侍
ら
ね
ば
、
さ
り
共

召
し
還
さ
る
ゝ
剰
引
も
侍
な
ん
」
　
八
巻
五
）

⑳
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る
御
手
習
ど
も
の
「
内
わ
た
り
の
御
覧
じ
聞
し
め
す
刊
引
な
ど
や
」
と
お
ぼ
し
け
る
に
や
と
ぞ
見
ゆ
る
　
八
巻
七
）

㊥
七
に
て
御
位
に
即
か
せ
給
て
後
、
二
十
五
年
に
ぞ
な
ら
せ
給
に
け
れ
ば
、
今
の
世
の
み
か
ど
の
か
ば
か
り
の
ど
か
に
保
た
せ
給
ふ
刊
引
な
し

八
巻
九
）

㊥
「
い
で
や
物
の
覚
ゆ
る
に
こ
そ
あ
め
れ
、
ま
し
て
月
頃
・
年
頃
に
も
な
ら
ば
、
恩
忘
る
ゝ
刊
引
も
あ
ら
ん
」
　
八
巻
二
十
七
）

㊥
「
猶
始
め
終
導
き
奉
る
べ
き
に
こ
そ
あ
り
け
れ
、
先
だ
ち
奉
る
剰
引
も
あ
ら
ま
し
か
ば
」
と
、
ま
づ
悲
し
く
て
涙
を
流
し
給
　
八
巻
三
十
）

右
掲
の
如
き
形
式
名
詞
「
ヤ
ウ
」
十
四
例
は
、
そ
の
う
ち
の
十
二
例
が
会
話
文
に
集
中
し
て
お
り
、
地
の
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
二
例

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
表
Ⅴ
（
栄
花
物
語
に
お
け
る
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
カ
タ
」
・
「
ヤ
ウ
」
）
に
看
取
で
き
る
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
次
の
六
点
が
指
摘

し
得
る
。

二
麦
Ⅳ
資
料
群
（
漢
文
訓
読
文
系
資
料
）
と
比
較
す
る
と
、
栄
花
物
語
に
お
け
る
「
カ
タ
」
の
意
義
・
用
法
は
多
種
に
亘
る
（
表
Ⅳ
に
お
い
て

は
二
種
、
表
V
に
お
い
て
は
六
種
）
。

二
、
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
間
に
共
通
す
る
用
法
と
し
て
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
用
法
と
形
式
名
詞
的
用
法
と
の
二
種
が
存
す
る
。

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

、

三
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
「
カ
タ
」
百
二
十
三
例
の
悉
く
が
「
イ
ハ
ム
カ
タ
ナ
シ
」
で
代
表
さ
れ
る
様
な
否
定
表
現
で
あ
っ
て
、
「
イ
フ
ベ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

1

1

、

、

、

、

キ
カ
タ
ナ
シ
・
イ
ハ
ム
カ
タ
ナ
シ
」
な
ど
「
と
て
も
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
イ
フ
」
に
関
し
た
動
詞
に
下
接
す
る
慣
用
的
用

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

法
が
九
十
三
例
、
更
に
、
「
ス
ベ
キ
カ
タ
ナ
シ
・
セ
ム
カ
タ
ナ
シ
」
の
慣
用
例
九
例
が
大
半
を
占
め
る
。

四
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
「
ヤ
ウ
」
の
方
は
、
十
例
中
四
例
が
肯
定
表
現
で
あ
っ
て
、
慣
用
的
表
現
は
「
ス
ベ
キ
カ
タ
ナ
シ
」
の
二
例
に

す
ぎ
な
い
。

五
、
「
手
段
・
方
法
」
を
示
す
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
で
は
、
「
ヤ
ウ
」
の
絶
対
使
用
数
が
極
端
に
少
な
い
（
「
カ
タ
」
膏
二
十
三
例
に
対
し
て

「
ヤ
ウ
」
十
例
）
。

六
、
形
式
名
詞
的
用
法
の
「
ヤ
ウ
」
は
、
会
話
・
思
惟
の
文
に
出
現
す
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
（
十
四
例
中
十
二
例
が
会
話
・
思
惟
の
文
）
。

以
上
に
指
摘
し
た
六
点
は
、
「
カ
タ
」
と
「
ヤ
ウ
」
と
の
間
に
存
す
る
問
題
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
す
る
為
の
好
材
料
た
り
得
る
と
考
え

る
が
、
現
段
階
で
は
調
査
・
考
察
と
も
に
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
今
後
資
料
を
補
い
な
が
ら
、
検
討
を
更
に
進
め
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
検
討
を
経
た
上
で
、
今
一
度
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
の
用
例
①
～
⑳
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
二
十
例
も
基
本

的
に
は
活
用
語
連
体
形
（
と
連
体
格
助
詞
と
）
に
下
接
す
る
「
方
」
で
あ
る
の
で
、
表
Ⅳ
・
表
Ⅴ
で
行
っ
た
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。



①
日
中
方
向
を
示
す

②
並
場
所
を
示
す

③
～
⑭
の
十
二
例
並
③
④
は
活
用
語
連
体
形
で
は
な
く
、
助
詞
「
の
」
に
下
接
す
る
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
抽
象
的
に
あ
る
方
向
を

指
す
形
式
名
詞
的
用
法
（
回
そ
の
方
面
・
そ
れ
ら
に
関
す
る
点
を
示
す
…
㊥
。
㈲
そ
の
よ
う
な
様
子
・
お
も
む
き
を
示
す
…
④
～
㊤
八
例
。
伺
そ
の
よ
う

な
こ
と
・
も
の
を
示
す
…
⑩
～
⑭
三
例
。
）

⑲
～
⑰
の
三
例
日
｝
手
段
・
方
法
を
示
す

⑩
～
⑳
の
三
例
日
｝
比
喩
（
比
況
）
の
用
法
（
形
容
動
詞
に
準
ず
る
）

①
～
⑫
の
如
き
用
例
は
、
他
資
料
に
も
そ
の
類
例
を
見
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
①
と
⑮
⑲
⑲
は
表
Ⅳ
資
料
群
に
も
栄
花
物
語
に
も
指
摘
で
き
る

用
法
で
あ
り
、
②
～
⑳
は
表
Ⅳ
資
料
群
に
は
見
出
せ
な
い
な
が
ら
も
、
栄
花
物
語
に
は
類
似
の
用
法
を
指
摘
し
得
る
。
し
か
る
に
、
⑲
⑲
⑳
の
三

例
は
比
喩
（
比
況
）
の
用
法
で
あ
っ
て
、
表
Ⅳ
資
料
群
に
は
勿
論
、
栄
花
物
語
に
も
そ
の
類
例
さ
え
指
摘
し
得
ず
、
現
段
階
で
は
『
草
案
集
』
独

自
の
用
法
か
と
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
考
察
を
進
め
る
と
、
⑲
「
恩
刀
」
も
特
異
な
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
思
う
こ
と
の
内
容
を

示
す
よ
う
な
場
合
、
表
Ⅳ
資
料
群
や
栄
花
物
語
に
お
い
て
は
「
恩
フ
刊
引
」
の
形
で
表
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
田
貰
刺
タ
l
」
と
し
て
表
れ
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
⑤
～
⑲
の
六
例
も
、
厳
密
に
は
栄
花
物
語
の
「
カ
タ
」
と
は
異
質
な
用
法
で
あ
っ
て
、
⑲
⑲
⑳
と
同
株
、
形
容
動
詞
或

は
形
容
動
詞
に
準
ず
る
用
法
と
み
ら
れ
、
末
だ
『
草
案
集
』
以
外
に
そ
の
類
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
表
Ⅳ
資
料
群
・
栄
花
物
語
に
お
い

て
は
「
ヤ
ウ
」
の
担
う
意
義
・
機
能
を
も
、
『
草
案
集
』
に
お
い
て
は
「
カ
タ
」
が
担
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
ヤ
ウ
」
に
つ
い
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ハ

メ

　

　

　

　

　

　

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

マ

ハ

　

ー

ニ

○
加
矧
…
一
巻
大
旨
加
楓
l
。
㌘
候
八
十
八
ウ
6
）
・
病
イ
ツ
ヲ
パ
テ
ト
モ
不
草
加
様
折
コ
タ
レ
テ
　
八
十
九
ウ
3
）

コ

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

メ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ー

ノ

　

　

　

　

　

　

レ

テ

　

ト

　

　

　

　

　

　

レ

テ

　

ト

○
有
様
…
国
中
有
楓
　
イ
ツ
シ
カ
元
雲
一
息
食
候
（
十
三
オ
6
）
・
其
島
有
様
シ
ヲ
ヒ
レ
ハ
顕
成
島
一
シ
ヲ
ミ
テ
ハ
隠
成
海
一
（
二
十
四
オ
9
）

ヒ

テ

　

　

　

　

　

　

　

：

．

　

チ

ヲ

　

　

　

　

　

コ

〇
一
賛
身
土
純
民
四
之
様
一
紛
鉢
一
金
蓮
之
京
一
八
七
オ
2
）

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ナ

ル

　

　

　

　

　

　

ト

テ

モ

ニ

ロ

○
不
可
恨
身
一
仏
界
同
之
－
不
可
悪
所
一
天
人
愁
之
一
限
一
日
一
［
〓
］
墓
一
様
　
経
千
年
一
松
　
有
　
其
終
一
八
三
ウ
2
）

一

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

ー

モ

　

　

　

　

　

モ

　

　

ナ

リ

　

　

　

　

ニ

コ

ソ

ハ

○
事
琢
取
ナ
サ
ウ
折
指
量
現
文
絶
設
一
ヨ
モ
山
徒
事
可
申
坐
－
様
不
候
幾
度
！
1
ク
リ
事
ト
テ
モ
経
文
　
取
ス
カ
リ
候
　
八
十
四
オ
2
）

ノ

ニ

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

サ

キ

マ

テ

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

テ

　

ノ

ト

レ

ム

ノ

○
凡
帳
本
召
寄
ス
ク
レ
コ
シ
ニ
サ
、
ヤ
キ
ク
マ
フ
刊
ウ
l
善
犯
女
恨
元
跡
　
難
忘
豆
ハ
ユ
カ
リ
ト
テ
王
子
生
残
一
天
君
云
事
ユ
、
シ
ウ
胸
イ
タ
ウ

ユ

ル

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

ノ

ヲ

ハ

　

　

一

　

　

　

シ

恩
　
　
－
　
（
略
）
　
－
　
料
千
両
金
毎
年
得
鍔
呈
口
時
　
八
二
十
二
ウ
3
）

右
掲
が
『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
ヤ
ウ
」
の
総
て
で
あ
る
。
『
草
案
集
』
の
「
方
」
と
比
較
し
て
も
、
前
掲
の
他
資
料
の
「
ヤ
ウ
」
と
比
較
し
て

も
、
そ
の
使
用
総
数
、
意
義
・
鏑
法
と
も
に
、
極
め
て
乏
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
然
ら
ば
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
比
況
表
現

は
、
い
か
な
る
語
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
は
既
述
の
如
き
「
方
」
を
用
い
る
か
、

ト

ハ

　

ヲ

　

ト

ス

　

　

ノ

　

ノ

　

　

　

　

ト

ニ

ハ

　

ヲ

　

ト

ス

　

ノ

／

　

ノ

ー

シ

○
悪
人
申
達
多
手
本
三
成
中
元
明
可
〓
叫
女
人
申
龍
女
手
本
三
毒
中
愚
痴
如
　
八
十
六
オ
1
3
）

（14）

の
如
く
仮
名
「
ゴ
ト
シ
」
或
は
漢
字
「
如
」
字
を
用
い
る
二
十
七
例
の
ゴ
ト
シ
で
表
現
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

四
、
「
方
」
字
の
訓
に
つ
い
て

小
稿
で
検
討
し
た
『
草
案
集
』
の
「
方
」
字
は
、
多
分
に
特
殊
な
用
法
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
又
、
小
稿
で
対
象
と
し
た
「
カ
タ
」
は
、
総

て
漢
字
「
方
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
方
向
を
示
す
用
法
の
「
カ
タ
」
を
含
め
、
仮
名
表
記
の
「
カ
タ
」
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
論
者
は
副
詞
以
外
の
「
方
」
字
を
「
カ
タ
」
と
訓
ず
る
こ
と
を
前
提
に
、
検
討
・
考
察
を
進
め
て
来
た
。
方
向
や
場
所
、
手
段
・

方
法
を
示
す
場
合
は
「
カ
タ
」
と
訓
ん
で
よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
場
合
の
「
方
」
も
「
カ
タ
」
と
訓
む
べ
き
か
否
か
は
問
題
の
残
る
と
こ
ろ

か
も
し
れ
な
い
。
意
義
・
機
能
が
異
な
れ
ば
、
同
一
漢
字
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
っ
て
訓
み
分
け
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
ま
し
て
、

現
状
で
は
、
他
資
料
の
「
カ
タ
」
と
の
比
較
に
お
い
て
、
『
草
案
集
』
の
「
方
」
は
特
殊
な
用
法
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
別
の
訓
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
「
方
」
字
の
訓
を
古
辞
書
に
求
め
る
と
、
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
に
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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『
草
案
集
』
の
「
方
」
字
は
、
副
詞
と
し
て
の
「
マ
サ
ニ
」
、
名
詞
と
し
て
の
漠
字
音
「
ホ
ウ
」
と
訓
む
も
の
以
外
は
、
名
詞
の
場
合
、
総
て
「
カ

タ
」
と
訓
ん
で
問
題
な
い
用
例
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
形
式
名
詞
的
用
法
も
同
様
に
「
カ
タ
」
と
訓
む
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
に

も
、
形
式
名
詞
的
用
法
に
与
え
得
る
訓
と
し
て
は
、
名
義
抄
中
の
「
ヨ
シ
」
「
ト
コ
ロ
」
も
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
か
と
思
う
。
ま
た
、

『
草
案
集
』
中
の
引
用
形
式
の
仮
名
書
き
例
が
「
ヤ
ウ
」
の
一
例
の
み
で
他
は
除
て
「
方
」
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
と
、
既
に
述
べ
て
き
た
如
く
に
、

「
方
」
字
の
用
字
上
の
性
格
は
、
名
詞
・
形
式
名
詞
と
し
て
も
形
容
動
詞
に
準
ず
る
用
法
と
し
て
も
、
極
め
て
「
様
」
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
「
ヤ
ウ
」
と
訓
む
可
能
性
も
全
く
否
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
更
に
、
特
殊
で
は
あ
る
が
、
引
用
に
際
し
て
形
式
名
詞
「
コ
ト
」

を
前
置
す
る
例
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
や
、
「
方
」
字
と
「
事
」
字
と
の
書
体
（
字
体
）
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
勘
え
合
わ
せ
て
、
「
コ
ト
」
と
訓

む
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
『
色
葉
字
類
抄
』
か
ら
求
め
ら
れ
る
訓
を
検
討
し
て
も
、
「
方
」
と
「
様
」
や
「
事
」
が
列
記
さ
れ

た
も
の
は
見
出
せ
ず
、
先
の
訓
以
外
に
加
え
る
べ
き
可
能
性
を
有
す
る
訓
は
な
い
と
考
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
訓
の
決
定
に
つ
い
て
は
未
だ
決
定
的
な
根
拠
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
て
き
た
如
き
「
方
」
字
の
性
格
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
結
論
が
出
て
く
る
も
の
と
考
え
る
が
、
小
稿
に
お
い
て
「
カ
タ
」
と
訓
ん
で
検
討
を
進
め
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。

む
　
す
　
び

小
稿
で
の
検
討
で
、
『
草
案
集
』
の
「
カ
タ
」
は
、
和
文
体
に
み
ら
れ
る
と
同
様
、
用
法
が
広
く
、
そ
の
中
に
は
和
文
体
に
も
み
ら
れ
な
い
独

自
の
用
法
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
し
、
し
か
も
、
そ
の
独
自
の
用
法
は
「
ヤ
ウ
」
と
の
共
通
部
分
が
多
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
得
た
か
と
思
う
。

斯
く
の
如
き
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
特
異
な
意
義
・
機
能
を
有
す
る
「
方
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
言
語
表
現
の
場
に
お
い
て
、

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
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一
個
人
だ
け
が
、
し
か
も
一
資
料
内
に
お
い
て
の
み
或
は
一
時
期
に
限
っ
て
、
社
会
的
に
み
て
極
め
て
特
異
な
表
現
活
動
を
す
る
と
は
考
え
難

い
。
仮
に
、
個
人
的
な
用
字
法
だ
と
す
れ
ば
、
同
一
人
物
に
な
る
資
料
を
見
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
以
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み

に
、
本
書
の
書
写
者
は
明
尊
で
あ
る
が
、
作
者
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
一
個
人
に
限
っ
て
の
用
字
法
と
い
う
こ
と
は
最
も
考
え
難
い
。

狭
い
範
囲
で
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
と
し
て
考
え
得
る
の
は
、
あ
る
一
定
の
集
団
・
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち
、
特
定

の
宗
派
・
寺
院
等
に
お
い
て
は
共
通
に
使
用
・
理
解
さ
れ
る
が
如
き
、
あ
る
程
度
の
社
会
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
又
、
限
ら
れ
た
社
会
で
の
み
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
一
時
期
に
唐
突
に
使
わ
れ
出
し
、
突
如
と
し
て
消
滅
す
る
こ
と
も
不
自
然
で
あ
り
、
考

え
難
い
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
用
字
法
を
生
み
出
す
要
素
が
あ
り
、
後
に
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
そ
の
語

（
乃
至
は
そ
の
周
辺
の
語
を
含
め
て
）
の
消
長
を
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
『
草
案
集
』
独
白
の
用
法
と
思
え
る
も
の
は
、
形
式
名
詞
的
用
法
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
、
小
稿
の
検
討
で
指
摘
し
得
る
の
で
、
そ

の
周
辺
に
存
す
る
事
象
（
ク
語
法
や
形
式
名
詞
「
棟
」
「
事
」
に
よ
る
引
用
形
式
、
或
は
活
用
語
連
体
形
に
下
接
す
る
「
ヤ
ウ
」
な
ど
）
と
比
較
し
、
そ
の
周

辺
の
資
料
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斯
か
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

現
段
階
で
は
、
資
料
に
乏
し
く
、
複
雑
な
要
素
が
か
ら
ん
で
い
る
上
に
、
手
順
・
方
法
に
も
問
題
を
残
し
て
い
る
。
今
後
、
ク
語
法
、
形
式
名

詞
「
様
・
方
・
事
」
、
活
用
語
連
体
形
＋
助
詞
「
ハ
」
、
或
は
活
用
語
連
体
形
の
み
に
よ
る
引
用
形
式
と
の
比
較
検
討
や
そ
の
史
的
位
置
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
更
に
、
本
書
に
「
ヤ
ウ
」
の
使
用
例
が
殆
ど
な
い
こ
と
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
文
体
を
は
じ
め
と
す
る
位
相
上
の
異
同
は
ど
う

か
、
今
回
の
対
象
以
外
の
種
類
の
資
料
に
お
け
る
「
カ
タ
」
の
意
義
・
用
法
は
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
先
の
問
題
を
明
ら

か
に
す
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。



（3）（4）

（5）（6）（7）

（8）

そ
の
外
に
も
「
子
の
川
ぶ
さ
る
こ
と
な
し
そ
の
銭
に
て
は
し
か
ぐ
亀
に
か
へ
て
ゆ
る
し
つ
れ
ば
そ
の
よ
し
を
申
さ
ん
と
て
参
り
つ
る
な
り
と
い
へ
ば
」

（
宇
治
拾
遺
物
語
）
の
如
き
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
斯
く
の
如
き
引
用
形
式
は
一
往
除
外
し
た
。

成
立
時
期
や
文
体
の
性
格
上
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
関
係
に
あ
る
資
料
を
対
象
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
文
体
の
性
格
上
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
と
い
う
場
合
、
『
草
案
集
』
に
お
け
る
用
例
は
、
説
話
を
中
心
と
す
る
「
説
話
部
」
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
説
話
部
を
中
心
に
考
え
た
上
で
の

こ
と
で
あ
る
。

調
査
・
用
例
の
検
索
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
（
築
島
裕
・
小
林
芳
規

編
、
武
蔵
野
書
院
）
・
『
打
開
集
の
研
究
上
総
索
引
』
（
東
辻
保
和
、
清
文
堂
）
・
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
（
小
林
芳
規
、
武
蔵
野
書
院
）
『
古
本
説
話
集

総
索
引
』
（
山
内
洋
一
郎
、
風
間
書
房
）
・
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
『
栄
花
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

『
国
語
学
研
究
辞
典
』
な
ど
の
指
摘
に
よ
る
。

注
1
と
同
じ
方
針
で
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
次
の
如
き
例
で
あ
る
。
「
花
厳
経
の
偶
時
矧
ぐ
…
⊥
〈
巻
十
八
〉
「
七
仏
薬
師
経
に
印
引
・
…
‥
と
宣
へ
り
」
〈
巻
二
十
二
〉
「
璧
芸
経
文
に

団
引
…
…
と
宣
へ
り
」
八
巻
二
十
二
）
「
経
に
司
…
…
」
（
肇
二
十
）

「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
置
－
会
話
の
引
用
の
～
様
形
式
の
考
察
を
中
心
に
1
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
・
第
4
0
揖
）

丁
方
形
式
」
は
説
話
部
に
の
み
表
出
す
る
引
用
形
式
で
あ
る
。
論
者
は
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
拙
論
に
お
い
て
、
説
話
部
は
口
頭
語
性
の
強
い
文
章

様
式
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
一
方
、
先
の
遠
藤
氏
は
丁
様
形
式
」
が
口
頭
語
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
丁
方
形
式
」

（12）

も
、
口
頭
語
性
と
い
う
点
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『
草
案
集
』
本
文
は
三
丁
麦
か
ら
始
ま
り
、
前
半
十
二
丁
裏
七
行
目
ま
で
が
表
白
中
心
、
後
半
十
一
丁
裏
八
行
目
か
ら
三
十
二
丁
裏
六
行
目
ま
で
が
説
話

中
心
の
内
容
、
と
二
部
に
分
け
得
る
。
論
者
は
そ
れ
ぞ
れ
前
半
を
「
表
白
部
」
、
後
半
を
「
説
話
部
」
と
仮
に
呼
ん
で
い
る
。

為
術
班
ッ
為
方
鯛
ン
ハ
ウ
（
前
田
本
色
葦
類
抄
・
下
々
二
二
ウ
7
〉

「
ま
き
に
さ
ゝ
げ
ら
れ
た
る
荒
巻
こ
そ
あ
れ
。
こ
は
、
た
が
置
き
た
る
ぞ
。
な
ん
の
料
ぞ
」
と
問
ひ
つ
れ
ば
、
た
れ
に
か
あ
り
つ
ら
ん
「
左
京
の
属
の
主

な
り
」
と
い
ひ
つ
れ
ば
、
「
さ
て
は
こ
と
に
も
あ
ら
ず
。
す
べ
き
倒
引
あ
り
」
と
て
、
と
り
お
ろ
し
て
鯛
を
ば
み
な
き
り
参
り
て
、
か
は
り
に
ふ
る
し
き
れ

ひ
ら
あ
し
だ
な
ど
を
こ
そ
い
れ
て
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
、
巻
二
の
5
）

こ
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
『
宇
治
拾
遺
物
語
打
開
集
全
注
解
』
（
中
島
悦
次
、
有
精
堂
）
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説

『
草
案
集
』
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

に
よ
っ
て
分
類
し
た
。

（
1
3
）
　
井
手
至
「
形
式
名
詞
と
は
何
か
」
（
『
講
座
日
本
語
の
文
法
3
』
、
明
治
書
院
）
か
ら
、
形
式
名
詞
に
つ
い
て
の
定
義
・
説
明
を
拾
う
と
、
次
の
も
の
が
拾

え
る
。
「
其
の
意
義
頗
広
汎
に
し
て
単
独
に
て
は
如
何
な
る
意
義
な
る
か
を
仔
細
に
捕
足
し
難
き
ま
で
見
ゆ
る
も
の
」
（
山
田
孝
雄
）
・
「
文
法
的
に
は
何
等
か

の
修
飾
語
を
伴
ひ
こ
れ
を
含
め
て
始
め
て
主
語
な
り
述
語
な
り
に
立
ち
得
る
非
独
立
の
名
詞
で
あ
る
」
（
時
枝
誠
記
）
・
「
形
式
名
詞
は
つ
ね
に
連
体
修
飾
語

を
必
要
と
す
る
名
詞
で
、
実
質
的
意
味
が
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
み
定
義
す
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
連
体
修
飾
す
る
先
行
の

語
句
を
体
言
資
格
の
も
の
に
転
換
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
一
定
の
範
疇
を
与
え
る
機
能
を
も
つ
語
で
あ
る
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
井

手
至
）

（
1
4
）
　
そ
の
所
在
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
三
ゥ
9

六
オ
1
3
・
十
六
ウ
1
1
・
十
七
ウ
8
・
十
八
ウ
7

3
・
三
十
オ
4
二
二
十
一
ウ
5
・
三
十
二
オ
4

六
オ
8
・
六
ウ
9
・
七
ウ
5

二
十
一
オ
1
0
・
二
十
一
オ
1
0

三
十
二
オ
6
・
三
十
二
オ
1
1

九
ウ
7
・
十
オ
4
・
十
ウ
4
・
十
一
オ
8
・
十
一
ウ
1
2
・
十
二
オ
1
3
・
十

二
十
四
ウ
1
1
・
二
十
八
オ
9
・
二
十
八
ウ
9
・
二
十
八
ウ
1
3
二
一
十
九
ウ

三
十
二
オ
1
1
　
「
表
白
部
」
「
説
話
部
」
を
通
じ
て
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
四
旦
商
知
大
学
国
語
国
文
学
会
、
及
び
昭
和
五
十
九
年
八
月
十
二
日
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た

も
の
を
某
に
し
て
、
補
訂
し
一
つ
に
ま
と
め
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
・
東
辻
保
和
先
生
を
は
じ
め
、
会
員
諸
氏
か
ら
種
々
お

教
え
を
賜
っ
た
。
銘
記
し
て
学
風
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




